
【22_109/技術系メルマガ】短期デイトレにおける『基準のトレンド』はどこか？

〇〇さん

こんにちは！クロガキ（クロ）です。

大阪、名古屋弾丸ツアーから戻ってきたばかりですが、今日はお師匠（笑）にお呼ばれして

群馬は桐生の別荘にお邪魔してきます。

きっと面白い話が色々聞けるだろうと思うので、ちょっとワクワクです（笑）

昨日まで、殆どのマーケットが休場だったので退屈なチャートでしたが

今日からぼちぼち動き出す中で、いつもの『型』が早速今朝あったので１発トレードはしました

詳しい解説は明日のメルマガに載せますね。

┏┓

┗■　どの時間足でトレンドを見たらいいですか？
　└────────────────────

先週くらいに質問を貰ってたので、結論からお答えすると

僕の場合は『短期デイトレ』なので、『H1～H4足のトレンド』を原則目線とする事が多いです。

勿論、セットアップ次第でトレンドに対し逆張りする事もありますが

それでも現状のトレンドがどっちを向いているかを認識しているからこそ

『逆張りである』と判断できるわけですので、やはり上記時間足のトレンドを軸に戦略を考える点

は変わりありません。

既に、メルマガ予告のツイ―トではイメージ図を添付しましたが、実際のチャートも併せて見て貰
う事で

僕が目線を決める際のイメージを少しでも正確に共有できたらと思いますので



以下のリンク先からそれぞれの図をチェックしてみてください。

▼（模式図）H1～H4足のトレンドが揃う時は伸びやすい▼
https://kuro-gaki.com/muhai_saisoku/others/2022-04-19_02.png

▼（チャート）事例：GBPAUD H1 / H4足▼
https://kuro-gaki.com/muhai_saisoku/others/2022-04-19_01.png

今回例示したチャートは、分かりやすく空間が広く認識できるポイントを選びましたが

このような環境を見つけたら、後は短期足のセットアップ（MA収縮＋③波認識）を併用して

エントリー・利確・損切り位置を決めるだけです。

このように、ダウ理論軸でトレンドを把握する事によって、自分のトレードに対し一定の『基準』に

よる方向性を示すことが出来ます。

結局、トレンドを見ているだけではなく、それに伴って生じる『トレードするのに有利な空間』を探す

際にも

ダウ理論は非常に有用なテクニカルであることが分かって頂けたのではないでしょうか。

ただ「アップトレンドだからロング、ダウントレンドだからショート」ではなく

そのトレンドが発生したことによって生じた背景（広い空間が出来た事実、など）を把握します。

これがスイングトレードならば、H4～日足に繰り上げてトレンド判断、といったアレンジをするわけ
ですね。（その分置くべくストップ幅が大きくなるのはリスク要因）

余談ですが、僕も 日足以上のチャート環境 はトレードする際に必ずチェックしますが

『邪魔なラインの存在』を確認するくらいで、あまりトレンドの方向そのものは重視していません。

何故かというと、僕の短期デイトレの規模であれば、日足以上のトレンドがどっちを向いていたと

しても

https://kuro-gaki.com/muhai_saisoku/others/2022-04-19_02.png
https://kuro-gaki.com/muhai_saisoku/others/2022-04-19_01.png


トレードの目線自体にはあまり大きな影響が無いからです。

この辺は、狙う波の規模によって変わってきますので、僕の考えだけが絶対唯一の基準ではな

い点は、注意してください。

久しぶりにゴリゴリのテクニカルの話だったので、難しい部分もあったかもしれませんが

何か気になる事や疑問点があったら、気軽にメールへの返信で質問を送ってくださいね。


